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１．はじめに

皮革技術センターは、伝統的地場産業である

皮革関連産業の技術向上を目的に昭和58年に墨

田区の東墨田に開所しました。（写真１）

主に、皮革製造技術と皮革素材に関する、試

験、研究、指導業務を行っています。人員は常

勤職員として、事務５名、技術関係10名、これ

に嘱託の技術指導員４名の体制です。日曜祝祭

日と土曜日および年末年始が休業日で、原則と

して平日の午前９時から午後５時まで開所して

います。

以下に業務の概要を紹介します。

２．試験

依頼に応じて皮革原材料、皮革製品、動物油

脂の試験を行い、成績書を発行します。試験は

有料で、成績書を発行するまでの日数は試験項

目にもよりますが概ね10日間程度かかります。

試験項目としては、革の強度や染色堅ろう度、

クロム含有量などの化学分析などがあります。

最も依頼の多い試験は染色摩擦堅ろう度（いわ

ゆる色落ち試験）で、料金は1,060円です。試験

依頼時に料金を頂いております。なお、試験項

目の詳細と料金をホームページ（アドレスは

P.28にあります。）で紹介しています。

また、特別な試験や実験などを行う場合は個

別に相談して行っています。

３．研究

皮革製造から製品に関わる以下の課題につい

て研究を行っています。

１）環境に配慮した製革技術の開発－脱脂法の

検討

目的：なめし皮製造業にとって皮革排水対策

が緊急課題ですが、最近、いわゆる環境ホルモ

ンの存在にも注意を払わねばならなくなってき

ています。そこで、環境に配慮した製革技術を

開発します。

内容：環境ホルモンであるノニルフェノール

系以外の界面活性剤で効率よく脱脂する方法を

開発します。

２）豚革製造におけるクリーンテクノロジーの

開発

目的：皮革業界にとって工場排水の環境への

負荷を低減することは緊急かつ重要な課題で

す。そこで、鞣し工程のクリーンテクノロジー

を開発します。

内容：硫化物と石灰による従来の脱毛法に替

わる脱毛法（過酸化水素等を使用する酸化脱毛

法）、アンモニウム塩による従来の脱灰法に替わ

る脱灰法（マグネシウム塩による脱灰法）など

を検討します。

３）豚皮の食品等への利用

目的：豚皮は日本において唯一自給できる原

皮ですが、その約３/４が原皮のまま輸出されて

います。そこで、豚皮をタンパク質資源として

利用し、豚皮の多用途化を図ります。

内容：豚原皮を用い、食品等への用途を開発

します。

４）非クロム革製品の開発

目的：非クロム革はクロム革とは異なった特
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性を持っています。非クロム革を用いることに

より、従来とは違った雰囲気のオリジナリ

ティーのある製品を製造します。

内容：種々の非クロム革製品を試作し、製造

条件を検討します。

５）ミンク毛皮の光劣化の原因と予防法の検討

目的：ミンク毛皮は、衣料用素材として安定

して供給されファッションの一部として広く着

用されています。毛皮の光による毛の変色や劣

化が重要な消費者苦情の一つになっています。

そこで、光劣化予防法を検討し、問題の解決を

図ります。

内容：保管用カバーや紫外線吸収剤入りのヘ

アケア剤を使用することにより、毛皮製品の光

劣化を予防できるかどうか検討します。

６）革素材の分析方法の検討－ノニルフェノー

ルの測定

目的：近年、化学物質の安全性への関心が高

まるとともに、各種化学物質の使用、含有につ

いての規制が強化されています。そこで、革中

に含有される化学物質の分析法についての研究

を進め、皮革の人体及び環境上の安全性を評価

できるようにします。

内容：ある種の非イオン系界面活性剤にはノ

ニルフェノール系のものがあります。そこで革

中に含有されるノニルフェノールの定量法を検

討します。

７）非クロム系副廃物の有効利用に関する研究

目的：皮革産業で発生する固形廃棄物は、生

皮、革屑、排水処理からのスラッジに大別され

ます。生皮以外の大部分の廃棄物にはクロムが

含まれるためにそれらの処分は簡単ではありま

せん。そこで、先ず、これらの廃棄物の有効利

用および適正処理方法を検討します。

内容：革屑の油剤吸着剤としての利用法およ

び適正な処理方法として炭化処理を検討しま

す。

４．指導

実地指導：日常発生する技術問題を解決する

ために工場に出向き相談に応じています。

開放指導：皮革製造の試験を行うためにドラ

ムなどの機械を備えています。１時間単位など

で有料で使用できます。通常の開所時間以外で

も使用前日までに予約すれば午後８時まで利用

できます。使用できる機械と料金をホームペー

ジで紹介しています。

（写真２）

技術相談：電話および面談により皮革に関す

る技術的な相談に応じます。

５．研修・講習会

皮革産業技術者研修：皮革製造および皮革製

品の基礎知識を修得することを目的として、研

修を行っています。講義と実習があり、概ね７

月から11月にかけて約25日間開講します。基礎

課程と専門課程のコースがあります。ちなみに

13年度の専門課程は「非クロム鞣し」と「皮革

の観察と試験方法」の２課程を行いました。毎

年６月頃にホームページなどで案内をしていま

す。

講習会・講演会：皮革に関連するトピックな

どの講習や講演を行います。随時、ホームペー

ジなどで開催をお知らせしています。

親と子の革工芸教室：毎年夏休みの時期に親

子を対象に簡単な革製品を作る教室を開催して

います。東京都や区の広報などで案内をしてい

ます。毎年応募者が多く、抽選により受講者を

選んでいます。

皮革及び革製品の展示：展示室およびロビー

のショーケースにピッグスキン製品を中心に

種々の皮革や革製品などを展示しています。
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